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肥後片麻鱗帯（馨佐岳・一手蝶山地域）の石灰騰麟を蜜体とする地質構造
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　この幸賑／戎にづ〉壌舞1“る驚鷺麦片／揮　 類は，片1蘇嶽と藺ぐ1㍗就

き綴華でと睾i　片醗争とll重ゼ継～くきものと漆魔あ礁。そぬノ冶∫の

状況をみると，概して，1欝者は地域の蒼軽1難／に｛扁して多く

分布し，後者は地城の北都に傭し「バて・く分布L，、ドていξ為

しかし，それ、は判然と区顧罪で潔茄もの鱒はなく，地蟹欝

難薫とも関連．があり算凝郵鐵の｝i菰難／とい続ど毒多響蓄糸尋：綿に警斎
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l韓嘉ノ罫して㌢・愚。　この1、1．奪婆鑑濃こラ了　照穫躍／本搬黒緯携謎／嚢郵駿・を塚

す事鐸ご相契やて，套擁地域の鳩質購造を解崩するうえに

大きな役割を渠しぐいる、，

　華．ず欝齢麟漏壌肇　こ津1謹らの餐1黛　戴1申に鉾棄瑛轡難事にり〉噴了す肱

るン》に詳済え．る薄慧，／拠婁妥響墾鍛♪ヒの魑鞭蔓壽蔦ら率l／脚計す爆、と雪1灘

鷺鷺一層準のもの（レ・ンズ状石灰岩露戯舵1』⇔であ
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ンたと拝郵定毒オ態る。づ冊なわち型～、養嘱1韓斜毒撃瓢繊1こ、よぞ魏袴姜

i唇1護ラ鱒筆嬢1による1転粒、などに、より複条難イヒさ激．渋瓢もの甲（㌧

その後の風化縫食のため紅，胸斜部にある蒙、1灰ず　が，

風化浸食に、よく灘え』雛ll膜部と、し、』ぐ残タ，現在のよ．う癒

断片化L、．た露出を爺衛す紅蟹ツ欝だもの蒸推竃さぎも，．）、、
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を明1っかにす蒸》こ：とを、．たので，　離に篭幾し．た“ヅ至．州
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は一…彗擁購鱗鴛で，蕪費タトにおいて津1者毒ノ〉彗籔雰を柔熱嚇毒　こと

によつて・地鷺1弐呼造1の諸資料がえられ愚場禽が多い、，

また，　灰糟蒙難彗辺の，／麟，響かりなる地騨撮ジぐも，
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は，片理の方向性，再結熱鉱物生成の集約性などは野外

でもよく観察できることで，煉堆積，讐の麟序や走向傾斜

を推察することは，麟糞ど園難癒ことではない。野外観

察によってえられた各種の資料をもとに，購造還動によ

ウて変勤を受けた地麟の構造形懸を解析す嚇）ことは，変

成帯の地質構造を解明するうえに不可欠な蚕段であ鉱

大局酌には，大きな誤りはない｛）のと考嵐る。

　肥後片麻轡、1麺）櫨質については，松罐＿郎・由本博達

ら鑑より遂次解明されてきたが，蒸灰岩屡の状況につい

ては，象ひたく触れられていない．貰灰嶽層は，単にそ

の地域の地質を構成する一員として，付近の地質構澄を

解明する有力な鍵層をなすにとど繁らず，近代化学工業

の重要な原料資源であ嚇て，その賦存状況を明確にする

ことは，経済的にも璽要な役割を果すものである。

黛．紘鐙お就び交愚

　当地絨は，熊本県、転益城郡・下益城郡騨）郡境をなす山

地で，御船町・甲佐町・中央村・砥用町にわたやてい

るポ

　当地域に至るには，南熊本駅を起点とレ，砥用町を終

点とする熊延鉄道が通じていたが，昭和灘年7月末をも

やて運行を停止したので，熊本市から熊鍾バス憲たは産

交バス浜町行蓉を利用するのが便利である。象た，騨佐

町かもは，緑川沿いに三本松行愚の産交バスが運行され

ている．

慧．地　　形

　調査地域一帯は，九州痢脈と肥後単野の闇にあっ鵡

舞小由塊の起伏する地域である。そのなかで・甲佐岳は

標高7灘櫛の急峻な独立釦で，麿近では抜きんでて高

い．菰方賦）肥後皐野よ蟄遠望す嶺と，寒．罫士に似て，もっ

とも念傾斜の山容が望艶される．鎌倉山・手蝶毒なども

標趨は憩○颯内外にすぎないが，南・北爾面のlil腹は簿

鱗斜で，登るのは容易ではない．

　飽勢は顯質に左聡されてお勢，地質の走向方肉，すな

わち東爾方向に，爵塊が長く続識，爾北方向には狭弘

鋭く切蟄立ゆている．

　緑揖は蜜地域の鷺ぽ申央を東方よ勢茜方に貫流し，当

地域を勲　している．象た，地域の講側には細暴乏い砥用

の盆地があつて，そ騨）中を佐俣想が東から講紅貫流し，

堀滅の蕩端付近で釈迦院川と合し，北滅して緑川本流に

合流する．
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総後鷲麻｝帯（準／滅驚…罫蝶由地駿）　）ぞ瓶鎌麟を三1．体とする矯質萎董ぐ購費霧入）

当地城グ）谷の発達は断層に関係したものが多く・1瑠嬢黛

いい谷といい，地薯鑛進に関係して発逮している慧とが

1笥激象1約である雛

毒、　爵滋質概嚢驚

　いわゆゐ肥後購｛麻；駕棉；と呼ばれている鍵l／は，片鑛lll擬

・縞糊麟・蛇紋岩嵯ゴ灰燐などで構成麟じな・㍍片

麻轡と結漏替磐とは，野外的で識劉脊勢なものも多い

が，両者のいずれに属“炉るか，判断の困難なものも冬

い。

　懸1鼎ナヤ罐黍に嚢霞㌻　るもグ）は髄鐵しズ葦懲」或の二慮脊鱒紅傭1して多

く分布じ，～般に暗色く灰黒～暗緑色など），1蜘色の蝦、、漱

を蕪乏し婁／葦髪秀は汐臨義脅ないし糸1癖翫．のぞゆ．馨｝系華充のものの羨

うである。片灘構造は麟著に発達囎し．ている。

　鷲麻岩類は地城の南部に多く分布している．…般に淡

｛ゑで撃肇響叢　 腰1蕩く，率立）1犬ないし懸三喋嚢）拶ぐを、遙轡－砺るものが

多いが，暗色部と誓i色の繕1状を茎するものもある。この

場合，結鹸片轡び）縞状とは異なi），縞鈴盃曲が著しい。

片麻岩類と結熱片；琴，類とは漸移関係のよ）で，爾慧の分

噴μ艶域1糊に明購護毒二業滝鱗乳はひき興難い。／惣質1 i　はラ鐙三講1繋

造と揚相変化の関係を明示するために，あえて慧れを区

響／しノと心孝朧な．窺）ち，鐘獲繕輯違煮漁二鍵）撃》翁！輯慰こ／愈タ糞磁菊賄1鑓雛縄

、睾、、藍涛識らは騨鎗饗ゾヤギ　嚢力嘉1露出躍岨るであろうと雌、ノ驚さ．1も懲に

かかわらず片麻旛が露出し，その背斜を越し、た幽側の肉

欝／期翼こ鶏熱憾メヤ舞漿護が寡馨出し・ているの　窟た窒妻艦蟻黛の蒼海覇搭

轄誰近レ・鋼靴禽き翁　・三撚婆墾鞠、、1．i・癖茜擢糞．覇などには，　爵勃誹音搭の際誉i穫

．難体周辺といえども結熱片蒙1類の露出をみない磐

　　葦地域の変成は，広域変成で，地域の南方一一尋雛胤広く

分布する宮の原花蕪繰｝類の溢入以潮に変成されたとみ1

れ、ている櫛　こが）犠鯨の罵、マ蔭騰参灘1に1逓い篶鰭蕎！）／磁3戴に要i婁，1

騰変成の片麻鱈類が露出し，そ灘，に遠い北寄り簸域に，

離者よ1り低い変成壌：の縞片潔類が分布す導こ葱は，こ

、の花廟岩類による変成度の磯渡化が行なわれたとの感を

量桀くするが，畢罫タ玉観察によるとッこの花縫贅類と一近塗幾L．

て露出する着灰嶽鶴花繍暑類㌦遠い地域の。署灰岩も，

再結騒の程度韓差異1愈認められない．また甲落懇蕎灰岩

申には，周囲の基盤がすべて結酷片馨類であるにもかか

わらず，灘灰岩中の蒔爽み鱒と乱、て片麻鴛層が挾有され

器のである導　こ才Lらの毒、豪1露か爵率ぜ鐵籍ずるとタノヤ／麻擁　と糸露

贔片鰻とに分たれる蟻地域の変成帯は，原堆積欝の鵯率li

グ）変イヒに肇美うもののよう饗勢ある、

　／概棄幾メヤ／様案竃欝の二化／鯛に／妾壌嫡る餐雛嚢1は鐸1の・谷月華｝と韓罫／裟

溺．る低変成度の結酷片キ類であるが愛灘地域にも，蓑下磁三

騨奪隣勤方の繕類iiン1ヒ麟鱒　，！、薩ヒぴ）　　器イ本1とハiを葬　，茎ぐ てゑ＞隣r

し．てマ・るむ　こ穿し綜こ鐸響／lに、歎り1螢1し．ア総騨乳i襲のまぎ，麟轄’で熱ろ

う，、

　その／慮，案事喜難や嚢投い、1黛1竣ゴ三繊｝欝を響鐙・ブぐ欝1蕪響嬢馨軍ぴ）禽布

が審しい鞘そヂ）分儲鍵）一臼畷は婁　；i轍部では霧臨憂響叙x）覇還に

　t、．，1薄嘉llでは蒙（）G裏憶薦饗の墨癌、暑飽であ灘海

馨、　士斑質率叢造

　難．磐懸　腰

　蜜糞患鋳擦、欝1鱒麟墜，が、よく発亥叢し野婦塑蟻むブ総ックイ乞力舞マ：

しく，醍、執・を誉ノ3く嚇た断麟鈴“乃醗　、も規鋤・i痩がみ多㌔購し

る。

　すなわち，東難雛、，北，穣一南熱塗（1観慧性を含む），お
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1欝の石灰石慧β羽ぜ）1華露は約緯○撒であッノご1（晦余導のli緬藏1

で聾ヌ器購プy向に切り運鍵ん醍罫いる）のが署縄委蕉は亙5（》璽窯／窪醤に

援；がっズいる、，ご才Lは，手魂縣蓬 1の山／本のi隔が援1がったた、

めであり，出覆部臓ド賛近になれば，4，00燃鰭達するも

のと霧嚢定される軸このような薯発象は獅斜構1癒以磐・ではみ

られないであろう1

　彗縁蝶録、1と鞍部を隔て芙稲荷1．hがあり，この山体を形成

する灘葎疋業響欝も三欝曳業山豫ら緑謹ぐi向癖終鐸羅を激ダ餐編とは疑

いを入れないところである、、特にこの石灰書体1の南賑鰐

側には疑ン，ズ状贋灰岩が藤賛鞘ll勺に1黎出し宰向糸藩の舞牽誰罫雛拳

送無のラ疹爵楼を糞Lてマ・る鵬

　　　　　　　馨．　鉱廉とし試℃の蕎灰岩麟

　1鄭慰域の石灰キ、馨は…一般に藤色織1翠薯で墜硬緻密であ

る藁再瀦禰黎葉は低く舞；饗／天焼成用紅イ吏！馨されており澤野

外では結晶は、戯くみえず肇　署質な感導を葡け葛ものも女

い．甲佐岳北麓付近に結晶がやや顕著なところがあ甑

往時大理石採董燃があつ“た。寒た佐俣／畿転τ翻鷲1轟成工

毒鋳の欝舌では評謬か／縦のi！罫遷薯は良質“であるとぴ）ことである。

　講叢調護嚢で／襲鱗交t〆欧瑠1書慧繋／についての分夢計麟1渠は！．馨疑の透蓋

り『誉澄）る韓

　甲艦三揮τ蒼王天山体」事軍鑑三賠をヲ1鞠幾しているそず／l笈継弩本の震馨

欝．1は発延ド長4r多慕（ぬ鷺曇　巖大幅夏艶OQO溝に溝甕レ茸このグノレ

ープ中の石灰署体としでは藻大の露出規模であるが，繭

述の通塾地質構造上．の観、、乾から闘｝ヒケ鷹　的なコ条件がみ

爵れるので，見掛ほどの鐘繋憲ない、，鷹た中言獣部落の寺院

上方には片麻澤薄層（厚さ韓灘，内外？）の調爽み器が

みられ，向斜軸部付近には石灰瞭上位層が折璽なった状

態で‘ぐ爽み鯵・状に介在する可能性も考薄、られ暴，，

　片犠舞講畢ヂ蘇ξ暴を欝黛1麟櫓矯聾1三1嘗i謹客封3丘の築耕天イ体は叙｝愈雛

1隆ンi雛則1、i．げ獲に塞愛傾1馨矯薄羅憲で一乗っているので爵その欝霧鐵1鷺

積が広い割轍は鉱量は望めない。しかも採掘条件の点で

小崎一菅布照間吟道賂に懸窯れているので制約を受け懲

面が考えられる。

　甲鱈婚脚向余毒の．石灰塚多／馨1向療／の各．翼は翻緊鱗ミとレての簿舌

、転からは鱗鰯鞠i脅妾こ重愚一ド瓢』へつているの甲艶睾τぜ採糞瓢という

、轄では多くを魏めないし，切羽ヂ）集約にも閥題が芒熱ろ

う．

　鎌倉i、矯蔽灰潜体1名越欝から打出に越す峠¢〕）東方の尾

根と，その北側山腹一報婁は糞、冒ギが続いて良好な採掘揚が

率、琴・ら意む努憲た』「角叉付近も嚢蜜出良好である9　こ）i遡1者

i湖には、亙（）欄蒙○裏捻の穿ヤ輪難夏／，1が褻濠諭している“　こ薩㌻はi句葺誹

軸部にあた雛，茅碁韓雛，1ま蕊泣のものが折戴なった状況で

“來み警タ状に介在す養ものと考えられる貸このた獄』婬鎌

葦、滞，ド）石灰器体も珂採鉱鐡が減殺され翫

　璽北1石灰キ体1尾；1媛嶺1客東、ηの離糞川薦雛曇に／激糸藤籍をな

t』ご石灰憂1が，続いて灘、獄一てい恐が，猟瞬隆一帯1激樹

ン誓が繁l！）輩，馴llも悪い韓蕎灰理署体グニ）姿攣型、北に／殿く南に霧1

い。

　蓼i喋il曄／天燃体1麹蝶益．！薦蟹蒙には1撮i漆窺爺迎沢鷺二謙鍵の頻蕪

石場があ！）古くか妊携、石転ーているぴ切羽付近では表二1二が

舞、賦露岩をなすところは少ない．捌樽体の礁勢激北に

嚢農く1蒋に護、窪い。

　稲1醒山ぐ拶岩体1壌　　lilの挙読疋ギ露本も酵i塚《のも轟とま

ったく同形式の姿勢であるが，山の北榔…㊦嶺；には広く露

呈季が鮮藝ぎ，／喪撫繋条廼；に磯、ま藩・もている、、こ乙は懲明不羅天．1．二

嚢癬蔵i粥屡達翻1麓図）て㌧・・る鼎

　　　　　　　　　　　㌢．結　　語

　妻討懲糞成に背郵復三分；奮する；舞／天葺犀弩叡が，いず漆「Lも東｛灘プ欝趣

1こ軸愈もつ向斜構造を形1き父し，Lかも麟方詞にやや擾

い爵藝虻1山“）中腰部以上の影犠分を占めて灘l　l漁な姿は特

異であり，地質構造と鰍／ヒ優食　加えて石灰矯の‘1響殊な，

‘蜘遷巣餐1三に雛転来摩嚇る煮とは明1 1響らろう難

　このような露出ヲ薮葵丸を燕細婁陥に至った麟隻i罎1をたど9てみ

ると，まず東醒方向紅軸を蕉〉つ背・i趨斜構遣海叢糸整雛返さ

れ，その後そ離、を／叢懸銭たは余尋i翫摩”器1新層がヲ拶／震潔れ

て雰ぞ臨、鵬遷勇に握碁な・てイ1藍｛ご声慮向惟魅軽　1とともに曜遅渡

フ黙＞布地触黛は数ブ罧・ソクの羅轡慧に1分れた｛｝その孝疑長い羨嵐

化縫食のll，多、期をむかえ，背斜、、獣断層に沿う地鯵麹では侵

食が著しく進艇L、た．そのた．め紅石灰岩層は各ブ嶽ック

の麟麟部のもののみが残撃，癒お侵食が灘むにつれて，

鏡蓋億疑泰1鋒欝1磯の考鱗合と暴為な夢き／鰹、…ド携建く誇曇レゾぐいない石乏澱

．ぞ麟は婁その／瓢イ疑㎜食1研舞ぎ博咀メ塗釧盤．も手｛訟門ヅぐシつい

1灘i謎疑、粥付近を…！謬ゲぐ露lllするこんにちの馨薯と録ヅたも

のであろろ　　　　　　　　　　　　　（翼召聴1鍵蟹1三驚月孝葛）
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